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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月21日(2017.3.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学的に透明なポリマーマトリックスと；
　約４００ｎｍ未満の吸収極大および約４００ｎｍ超の発光極大を有する第１の有機光安
定発色団と
を含む波長変換フィルム。
【請求項２】
　第２の有機光安定発色団をさらに含む、請求項１に記載の波長変換フィルム。
【請求項３】
　前記第１の有機光安定発色団の前記吸収極大が、約３００ｎｍ～約４００ｎｍの範囲内
であり、前記第１の有機発色団の前記発光極大が、約４００ｎｍ～約５２０ｎｍの範囲内
である、請求項２に記載の波長変換フィルム。
【請求項４】
　前記第２の有機光安定発色団の前記吸収極大が、約４８０ｎｍ～約６２０ｎｍの範囲内
であり、前記第２の有機光安定発色団の前記発光極大が、約５５０ｎｍ～約８００ｎｍの
範囲内である、請求項２または３に記載の波長変換フィルム。
【請求項５】
　前記第２の発色団の前記吸収極大が、約４００ｎｍ超である、請求項２に記載の波長変
換フィルム。
【請求項６】
　前記第１の有機光安定発色団および前記第２の有機光安定発色団が、独立して、ペリレ
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ン誘導体、ベンゾトリアゾール誘導体、ベンゾチアジアゾール誘導体、およびベンゾ複素
環系誘導体からなる群から選択される、請求項２から５のいずれか一項に記載の波長変換
フィルム。
【請求項７】
　前記第１の有機光安定発色団がベンゾトリアゾール誘導体である、請求項１から６のい
ずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項８】
　前記第１の有機光安定発色団が、式（Ｉ）：
【化１】

によって表され、式中、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３のそれぞれは、独立して、アルキル、置
換アルキル、およびアリールからなる群から選択される、請求項１から６のいずれか一項
に記載の波長変換フィルム。
【請求項９】
　前記第１の有機光安定発色団が、式（ＩＩ－ａ）または（ＩＩ－ｂ）：
【化２】

によって表され、式中：
　Ｒ３は、任意選択で置換されたアルキル、任意選択で置換されたアルケニル、任意選択
で置換されたシクロアルキル、任意選択で置換されたヘテロアルキル、任意選択で置換さ
れたアリール、任意選択で置換されたヘテロアリール、任意選択で置換されたアルコキシ
アルキル、任意選択で置換されたヘテロアルケニル、任意選択で置換されたアリールアル
キル、任意選択で置換されたヘテロアリール、任意選択で置換されたシクロアルケニル、
任意選択で置換されたシクロヘテロアルキル、任意選択で置換されたシクロヘテロアルケ
ニル、任意選択で置換されたアミノ、任意選択で置換されたアミド、任意選択で置換され
た環状アミド、任意選択で置換された環状イミド、任意選択で置換されたアルコキシ、お
よび任意選択で置換されたカルボキシ、任意選択で置換されたカルボニル、任意選択で置
換されたエーテル、任意選択で置換されたケトン、任意選択で置換されたスルホン、およ
び任意選択で置換されたスルホンアミドからなる群から選択され；またはＲ３は、任意選
択で置換された多環式環系であり、各環は、独立して、シクロアルキル、アリール、ヘテ
ロシクロアルキル、もしくはヘテロアリールであり；
　Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６は、独立して、任意選択で置換されたアルキル、任意選択で置
換されたアルケニル、任意選択で置換されたシクロアルキル、任意選択で置換されたヘテ
ロアルキル、任意選択で置換されたアリール、任意選択で置換されたヘテロアリール、任
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意選択で置換されたアルコキシアルキル、任意選択で置換されたヘテロアルケニル、任意
選択で置換されたアリールアルキル、任意選択で置換されたヘテロアリール、任意選択で
置換されたヘテロアリールアルキル、任意選択で置換されたシクロアルケニル、任意選択
で置換されたシクロヘテロアルキル、任意選択で置換されたシクロヘテロアルケニル、任
意選択で置換されたアミノ、任意選択で置換されたアミド、任意選択で置換された環状ア
ミド、任意選択で置換された環状イミド、任意選択で置換されたアルコキシ、および任意
選択で置換されたカルボキシ、および任意選択で置換されたカルボニル、任意選択で置換
されたエーテル、任意選択で置換されたケトン、任意選択で置換されたスルホン、および
任意選択で置換されたスルホンアミドからなる群から選択され；またはＲ４とＲ５、Ｒ４

とＲ６、Ｒ５とＲ６、もしくはＲ４とＲ５とＲ６は、一緒に、任意選択で置換された環も
しくは任意選択で置換された多環式環系を形成し、各環は、独立して、シクロアルキル、
アリール、ヘテロシクロアルキル、もしくはヘテロアリールであり；
　Ｌは、任意選択で置換されたアルキル、任意選択で置換されたヘテロアルキル、任意選
択で置換されたアルキレン、および任意選択で置換されたヘテロアルキレン、任意選択で
置換されたアルキニレン、任意選択で置換されたアリーレン、任意選択で置換されたヘテ
ロアリーレンからなる群から選択される
請求項１から６のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１０】
　前記第１の有機光安定発色団が、以下の構造：
【化３】

によって表される、請求項１から６のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１１】
　前記第２の有機光安定発色団が、式（ＩＩＩ－ａ）または（ＩＩＩ－ｂ）：

【化４】

によって表され、式中：
　ｉは、０～１００の範囲内の整数であり；
　Ａ０およびＡｉは、それぞれ独立して、任意選択で置換されたアルキル、任意選択で置
換されたアルケニル、任意選択で置換されたヘテロアルキル、任意選択で置換されたアリ
ール、任意選択で置換されたヘテロアリール、任意選択で置換されたアミノ、任意選択で
置換されたアミド、任意選択で置換されたシクロアミド、任意選択で置換されたシクロイ
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ミド、任意選択で置換されたアルコキシ、および任意選択で置換されたカルボキシ、およ
び任意選択で置換されたカルボニルからなる群から選択され；
　Ａ２は、任意選択で置換されたアルキレン、任意選択で置換されたアルケニレン、任意
選択で置換されたアリーレン、任意選択で置換されたヘテロアリーレン、ケトン、エステ
ル、および
【化５】

からなる群から選択され；
　Ａｒは、任意選択で置換されたアリールもしくは任意選択で置換されたヘテロアリール
であり；Ｒ７は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、
アルカリールからなる群から選択され；Ｒ８は、任意選択で置換されたアルキレン、任意
選択で置換されたアルケニレン、任意選択で置換されたアリーレン、任意選択で置換され
たヘテロアリーレン、ケトン、およびエステルからなる群から選択され；またはＲ７およ
びＲ８は、一緒に接続されて環を形成してもよく、
　Ｄ１およびＤ２は、独立して、水素、任意選択で置換されたアルコキシ、任意選択で置
換されたアリールオキシ、任意選択で置換されたアシルオキシ、任意選択で置換されたア
ルキル、任意選択で置換されたアリール、任意選択で置換されたヘテロアリール、任意選
択で置換されたアミノ、アミド、シクロアミド、およびシクロイミドからなる群から選択
され、ただし、Ｄ１およびＤ２は、両方が水素ではなく；
　Ｌｉは、独立して、任意選択で置換されたアルキレン、任意選択で置換されたアルケニ
レン、任意選択で置換されたアルキニレン、任意選択で置換されたアリーレン、および任
意選択で置換されたヘテロアリーレンからなる群から選択される
請求項２から１０のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１２】
　前記第２の有機光安定発色団が、式（ＩＶ－ａ）または（ＩＶ－ｂ）：

【化６】

によって表され、式中：
　ｉは、０～１００の範囲内の整数であり；
　Ａｒは、任意選択で置換されたアリールまたは任意選択で置換されたヘテロアリールで
あり；
　Ｒ１０は、
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【化７】

または任意選択で置換された環状イミドであり；
　Ｒ７は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、
アラルキル、およびアルカリールからなる群から選択され；
　Ｒ９は、それぞれ独立して、任意選択で置換されたアルキル、任意選択で置換されたア
ルケニル、任意選択で置換されたアリール、および任意選択で置換されたヘテロアリール
からなる群から選択され；またはＲ７およびＲ９は、一緒に接続されて環を形成してもよ
く；
　Ｒ８は、任意選択で置換されたアルキレン、任意選択で置換されたアルケニレン、任意
選択で置換されたアリーレン、任意選択で置換されたヘテロアリーレンからなる群から選
択され；
　Ｄ１およびＤ２は、それぞれ独立して、水素、任意選択で置換されたアルコキシ、任意
選択で置換されたアリールオキシ、任意選択で置換されたアシルオキシ、任意選択で置換
されたアルキル、任意選択で置換されたアリール、任意選択で置換されたヘテロアリール
、任意選択で置換されたアミノ、アミド、環状アミド、および環状イミドからなる群から
選択され、ただし、Ｄ１およびＤ２は、両方が水素ではなく； 
　Ｌｉは、独立して、任意選択で置換されたアルキレン、任意選択で置換されたアルケニ
レン、任意選択で置換されたアルキニレン、任意選択で置換されたアリーレン、任意選択
で置換されたヘテロアリーレンからなる群から選択される
請求項２から１０のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１３】
　前記第２の有機光安定発色団が、式（Ｖ－ａ）または（Ｖ－ｂ）：

【化８】

によって表され、式中：
　ｉは、０～１００の範囲内の整数であり；
　Ａ０およびＡｉは、それぞれ独立して、任意選択で置換されたアルキル、任意選択で置
換されたアルケニル、任意選択で置換されたヘテロアルキル、任意選択で置換されたアミ
ド、任意選択で置換されたアルコキシ、任意選択で置換されたカルボニル、および任意選



(6) JP 2016-522906 A5 2017.4.27

択で置換されたカルボキシからなる群から選択され；
　各Ｒ１１は、独立して、任意選択で置換されたアルコキシ、任意選択で置換されたアリ
ールオキシ、任意選択で置換されたアシルオキシ、およびアミノからなる群から選択され
；
　Ａ２は、任意選択で置換されたアルキレン、任意選択で置換されたアルケニレン、任意
選択で置換されたアリーレン、任意選択で置換されたヘテロアリーレン、ケトン、エステ
ル、および
【化９】

からなる群から選択され；
　Ａｒは、任意選択で置換されたアリールまたは任意選択で置換されたヘテロアリールで
あり；Ｒ７は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ア
ルカリールからなる群から選択され；Ｒ８は、任意選択で置換されたアルキレン、任意選
択で置換されたアルケニレン、任意選択で置換されたアリーレン、任意選択で置換された
ヘテロアリーレン、ケトン、およびエステルからなる群から選択され；またはＲ７および
Ｒ８は、一緒に接続されて環を形成してもよく；
　Ｌｉは、独立して、任意選択で置換されたアルキレン、任意選択で置換されたアルケニ
レン、任意選択で置換されたアルキニレン、任意選択で置換されたアリーレン、任意選択
で置換されたヘテロアリーレンからなる群から選択される
請求項２から１０のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１４】
　前記第２の有機光安定発色団が、式（ＶＩ）：

【化１０】

によって表され、式中、
　ｉは、０～１００の範囲内の整数であり；
　ＺおよびＺｉは、それぞれ独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓｅ－、－Ｔｅ－－ＮＲ１２

－、－ＣＲ１２＝ＣＲ１２－および－ＣＲ１２＝Ｎ－からなる群から選択され、Ｒ１２は
、水素、任意選択で置換されたＣ１～Ｃ６アルキル、または任意選択で置換されたＣ１～
Ｃ１０アリールであり；
　Ｄ１およびＤ２は、独立して、任意選択で置換されたアルコキシ、任意選択で置換され
たアリールオキシ、任意選択で置換されたアシルオキシ、任意選択で置換されたアルキル
、任意選択で置換されたアリール、任意選択で置換されたヘテロアリール、任意選択で置
換されたアミノ、アミド、環状アミド、および環状イミドからなる群から選択され；
　ｊは、０、１、または２であり、ｋは、０、１、または２であり；
　Ｙ１およびＹ２は、独立して、任意選択で置換されたアリール、任意選択で置換された
アルキル、任意選択で置換されたシクロアルキル、任意選択で置換されたアルコキシ、お
よび任意選択で置換されたアミノからなる群から選択され；
　Ｌｉは、独立して、任意選択で置換されたアルキレン、任意選択で置換されたアルケニ
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レン、任意選択で置換されたアルキニレン、任意選択で置換されたアリーレン、任意選択
で置換されたヘテロアリーレンからなる群から選択される
請求項２から１０のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１５】
　前記ポリマーマトリックスが、ホストポリマー、ホストポリマーとコポリマー、および
複数のポリマーからなる群から選択される、請求項１から１４のいずれか一項に記載の波
長変換フィルム。
【請求項１６】
　前記ポリマーマトリックスが、ポリエチレンテレフタレート、ポリメチルメタクリレー
ト、ポリビニルブチラール、エチレンビニルアセテート、エチレンテトラフルオロエチレ
ン、ポリイミド、非晶質ポリカーボネート、ポリスチレン、シロキサンゾル－ゲル、ポリ
ウレタン、ポリアクリレート、およびこれらの組合せからなる群から選択される物質から
形成される、請求項１から１５のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１７】
　前記ポリマーマトリックス材料の屈折率が、約１．４～約１．７の範囲内である、請求
項１から１６のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１８】
　前記ポリマーマトリックス中の前記第１の有機光安定発色団の濃度および前記第２の有
機光安定発色団の濃度が、独立して、約０．０１ｗｔ％～約１０．０ｗｔ％の範囲内の量
であるように選択される、請求項２から１７のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項１９】
　前記ポリマーマトリックス中の前記第１の有機光安定発色団の濃度および前記第２の有
機光安定発色団の濃度が、独立して、約０．１ｗｔ％～約１．０ｗｔ％の範囲内の量であ
るように選択される、請求項２から１８のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項２０】
　前記ポリマーマトリックスが、少なくとも１種の増感剤をさらに含む、請求項１から１
９のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項２１】
　前記ポリマーマトリックスが、少なくとも１種の可塑剤をさらに含む、請求項１から２
０のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項２２】
　前記ポリマーマトリックスが、ＵＶ安定剤、抗酸化剤、または吸収剤をさらに含む、請
求項１から２１のいずれか一項に記載の波長変換フィルム。
【請求項２３】
　厚さが、約０．１μｍ～約１ｍｍの範囲である、請求項１から２２のいずれかに記載の
波長変換フィルム。
【請求項２４】
　厚さが、約０．５μｍ～約１ｍｍの範囲である、請求項１から２３のいずれかに記載の
波長変換フィルム。
【請求項２５】
　少なくとも１つの光起電力デバイスと； 
　請求項１から２４のいずれかに記載の波長変換フィルムとを備える光起電力モジュール
であって、該波長変換フィルムは、該少なくとも１つの光起電力デバイスを被包するよう
に構成されており、その結果、入射光が、該少なくとも１つの光起電力デバイスに到達す
る前に該波長変換フィルムを通過する、光起電力モジュール。
【請求項２６】
　前記光起電力デバイスが、シリコンベースデバイス、ＩＩＩ－Ｖ族またはＩＩ－ＶＩ族
ＰＮ接合デバイス、銅－インジウム－ガリウム－セレン（ＣＩＧＳ）薄膜デバイス、有機
増感剤デバイス、有機薄膜デバイス、および硫化カドミウム／テルル化カドミウム（Ｃｄ
Ｓ／ＣｄＴｅ）薄膜デバイスからなる群から選択される少なくとも１つのデバイスを備え
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る、請求項２５に記載の光起電力モジュール。
【請求項２７】
　前記波長変換フィルムを前記光起電力デバイスに付着させるための屈折率整合接着剤を
さらに備える、請求項２５から２６のいずれかに記載の光起電力モジュール。
【請求項２８】
　光起電力デバイスの性能を改善するための方法であって：
　請求項１から２４のいずれかに記載の波長変換フィルムを該光起電力デバイスに適用す
るステップを含み、該波長変換フィルムは、該少なくとも１つの光起電力デバイスを被包
するように構成され、その結果、入射光が、該光起電力デバイスに到達する前に該波長変
換フィルムを通過する、方法。
【請求項２９】
　光起電力デバイスの性能を改善するための方法であって：
　該光起電力デバイスの製作中に該光起電力デバイス中に直接請求項１から２４のいずれ
かに記載の波長変換フィルムを組み込み、その結果、該波長変換フィルムが、該光起電力
デバイスと光入射側のカバー基板との間に被包されるステップを含む、方法。
【請求項３０】
　光起電力デバイスの寿命を改善するための方法であって：
　請求項１から２４のいずれかに記載の波長変換フィルムを該光起電力デバイスに適用す
るステップを含み、該波長変換フィルムは、該少なくとも１つの光起電力デバイスを被包
するように構成され、その結果、入射光が、該光起電力デバイスに到達する前に該波長変
換フィルムを通過する、方法。
【請求項３１】
　光起電力デバイスの寿命を改善するための方法であって：
　該光起電力デバイスの製作中に該光起電力デバイス中に直接請求項１から２４のいずれ
かに記載の波長変換フィルムを組み込み、その結果、該波長変換フィルムが、該光起電力
デバイスと光入射側のカバー基板との間に被包されるステップを含む、方法。
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